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 (1) 年月       処理年月を表示します。     
 
 
 
 (13) 抽出条件     代休が休出より多い人（代休＞休出） 
             ⇒代休取得数が休日出勤（代休取得として処理する）日数を上回っ 
              ている社員を抽出します。 
            休出が代休より多い人（代休＜休出） 
             ⇒休日出勤（代休取得として処理する）日数が代休取得数を上回っ 
              ている社員を抽出します。 
                      両方のチェックを外すと全ての社員を対象とします。 
 
 (14) 改ページの指定   帳表を印刷する時の改ページを行なうタイミングを指定します。 
 
 (15) Excel出力      代休の発生・取得情報をExcelで出力します。 

Ⅵ-30.代休確認表 

画面説明 

概 要 代休の発生・取得情報を、表示・印刷できます。
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《代休確認表 画面イメージ》
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《代休確認表 項目説明》
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 (2) ～(12)      「       」をご覧ください。抽出画面の説明
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《代休確認表 帳票イメージ》 

《代休確認表 帳票 項目説明》 

 (16) 集計結果  
     ・ＥＲ   （代休繰越数＋代休取得権利発生数）＜代休取得数の社員にはエラー 
           としてＥＲが表示されます。代休取得数が休日出勤（代休取得として    
           処理する）数を超過しており、代休の残数がマイナスとなっている社 
           員に対して表示されます。 

     ・繰越数  当月より以前の休日出勤（代休取得として処理する）数です。 
 
     ・発生   締め日までの繰越期間内に休日出勤（代休取得として処理する）し  
           た日数です。 
 
     ・取得   代休を取得した日数です。 
 
     ・残数   (代休繰越数＋代休取得発生数)－代休取得数の日数です。 
 
     ・未消化見込み 
           繰越期限切れ対象数－代休取得数が表示されます。月末締め処理が 
           行われると代休未消化のままで期限切れになる日数が表示されます。  
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 (17) 明 細 

  POINT 
  ①発生行の記号の意味 
   [日 付] ⇒ 繰越期限切れの対象日には[ ]がつきます。 
   ▲日 付 ⇒ 半日の休日出勤日には▲がつきます。 
   （日付） ⇒ まだ現時点で休日出勤日が予定の場合には（ ）がつきます。 
         （スケジュール、申請入力にて、休日出勤予定「代休取得として 
         処理する」と設定されている場合） 
 
  ②取得行の記号の意味 
   （日付） ⇒ まだ現時点で代休取得が予定の場合には（ ）がつきます。 
         （スケジュール、申請入力にて、代休予定と設定されている場合） 
   ▲日 付 ⇒ 半日の代休取得日には▲がつきます。 

      休日出勤日（代休取得として処理する）は「発生」と表示されている行に、古い 
   日付から順に表示されます。また、代休取得日は「取得」と表示されている行に、 
   古い日付から順に表示されます。  

  POINT 
 
  繰越期間と代休取得の説明 
  例）締め処理日が１１／３１（末締め）で繰越期間が３ヶ月の場合   
 
 
 
 

当月 

未消化見込み [８／１７]    休日出勤（代休取得として処理する） 

▲ ９／１３    休日出勤（代休取得として処理する） 

１１／３    休日出勤（代休取得として処理する） 

（１１／３０）  休日出勤（代休取得として処理する） 

（１１／１３）  代休１日（代休の休暇申請） 

１１／１５    代休１日 

▲ １１／１９    代休午後出勤日 

▲（１１／２９）  代休午前出勤（予定） 

代休繰越数０．５日 

代休取得権利発生 
２日 

代休取得３日 


